


















序:“つながる"ということ

本研究には、REPRODUCTION というテーマが与えられた。この英語は、直訳すれば、生殖、

再生、出産、誕生にあたるのであろうが、与えられた課題は、医療を含む保健であり、か

つ社会性・倫理性という面をも含む包括的ものであるとされている。このような前提を踏

まえた上で、私たちの問題意識を表わすのにふさわしい言葉として“つながり”という言

葉を選びとった。“つながり”という言葉は、親から子への継承、親と子の絆、医師と妊

婦の関係、さらには家庭や社会の中での強弱さまざまな人と人の連続性をも含むものであ

る。私たちは、この“つながり”という言葉によって、現代社会を、人間の生物学的な側

面を結び目にして空間的・時間的(言語学の用語を使えば共時的・通時的)にとらえようと

する試みを表現するものと考えた。

母親にとって“産む”、子供にとっては“産まれる”ということは、一つの生命がこの世

に登場し、人が親になり、親子(母子)関係が生まれることである。そもそも出産・誕生は、

世代の連続性という生物の基本を支えるものであり、けっして難しく考えるべきものでは

ない。その素晴しいドラマである出産というできごとと、産まれてくる子供の一人一人を

祝福して受けとめる社会を実現させるためには、出産をめぐる基本的システムが確かなも

のであることが重要である。いま、この基本的な仕組みはどうなっているのであろうか。

とくに現在の日本における誕生を支える局面で、親と子のつながり(文化的・社会的つな

がり)がどうなっているのか、その実態を調査し再確認すると同時に、具体的な医療の場

における人と人とのつながりがどうあるのが望ましいかを、出産・誕生に焦点をあわせて

考察してみた。またこの目的にそう限りにおいて、諸外国で行われている妊娠・出産に関

する技術規制の現状を比較分析した。


